











































































「 貝 名 」
← 
塁抄











俊 頴 髄 脳
II 
は歌語を慟きによって大きく三分割していて、巻五名所部は主に和歌に現われる 名 所 を 整 理 、
適 宜 解 説 し た も の で あ ろ 。 言 語 部 は







1 ． 9 1 , , ． , ' 1
多 彩 な恕 語 を 包 含 ー し 、 そ の 為 に 配 列 が 考 慮 さ れ で ， 5 5いー の ， で ー あ ー つ ー
\＼ll— , '








八 雲 御 抄 の歌語辞宙四型を 仮 に 名 づ lti る と
ー
ヽ ， ー 意 義 分 類 型 （ 枝菜
部）I歌語縫列型（ 世 俗 言 ・ 由 緒 言 ）
m
難歌解釈型（料 商 言 ） N
歌枕辞典型（ 名 所 部 ） と す る こ と が で き
る。
こ の 四 型 の 、 八 霙 御











「通用 名 言 」
← 




染 屡初阻抄 歌歌 ,._学 葉 杖；
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• 7 · 32 •お
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・ 由 緒 言 に つ い て も 、 一
見しただけで注文が長く、一一部に分けてある処が従来の歌語羅列型と異なっている。二部分割の意図は後
述 す る こ と
にし








































名称で、雖歌解釈型の場合はその祖物全体の名称で示し た 。 堂 蒙 抄 は 和 歌 堂 蒙 抄 の 略 で あ る 。 以 下 同 様 で あろ
。
この表によると





歌 話 紐 列 型 の 中 で は 、
能 因 歌 枕 を 除 い た 三 辞 相 が 密 接 9 OO









そ し て世俗言の一部に由緒詞と 顛 序 が 対 応 す る 部
分があることが挙げられる。世俗言と由紹詞の順序の一致は、世
ー 俗 言 に 通 し 番 号ーを付けろ d田ー 166 呑 の 箇 所 に 由右れれ る 。
綺語抄お・
19 . o
奥 義 抄 39 . 35 . o袖中抄況・
22.
o
俊 顆 髄 脳況






少 し 乱 れ た 箇 所 も あ る が 、 対 応 関 係 は 明 ら
かであ
ろ 。 世 俗 言 で は
こ の 部 分 を 悦 に 、 編 話 態 度
が異なっている
。 133 番 以 前 で は 、 一 致
語数が由緒詞58語、難歌解釈型
（六 宙 の 異 な り 語 数 ） 55 語 、
131s











俊 頓 · 俊 頼 説 ・ 俊 頼 抄 ・ 俊 頼 口 伝 5
簡 兼 説 4
由 緒 言 俊 顆 ・ 俊 頼 抄 12 清 輔 抄 6
こ れ が 注 文 中 に 現 わ れ る 三 苫 の 様 子 で 、









































は す ぺ て 俊 頓 髄 脳 を 指 し 、 「 範 兼 説 」 は
世俗呂・由緒言にお
いては窟家抄を指すことは、注釈の内容が高度に一致する処からは っ き り し て い る 。 「 消 輔 」 の 場 合 、 奥 義 抄 と 和 歌 初 学 抄 と 両 方を指し、特に呼称によって区別はしていない。
世 俗 語
す さ む 許 容 也 。 只 の 詞 に は 不 ＿ 許 容 一 を す さ む といふ。消椛
抄 。
由 緒 詞世 俗 言
一
奥 義 抄 ・ 閥 廿 一
不 許 容 ヲ ス サ ム ト イ フ 云 何 ゜身 に い た づ き
いたづがはしき也。焚字也。
． ． ． 
符
輔抄 に も 釈 ＞ 之 。
。4 
…文集 云 、 統 綾 念 女 エ 之 月 役 、 困 ｀ こ れ ら
二
の 字 を も い た づ き と 読 り 。 ； ・ い た づ き は 煩 也 。
一
煩 は 悩 也 、 苦 也 。
こ の 三 計 の 中 で 最 も 重 視 さ れ て い る の ば憤国は遺て ぁ る 。 他 二
田 に 比 較 し て 分 駄 も 少 な い 俊 頼 髄 脳 な が ら 、 共 通 語 数 、 典 拠 注 記数は多く、また俊頼髄脳で言及されて
い る 歌 語 に し て 、 他 歌 学 密
の 説 明 の 方 が 優 先 さ れ
て い る 例 は 一 例 も な い の で め る 。
由 紹 写
0
月 の ね ず み 是 は 経 文 也 。 世 閥 の 無 常 を い ふ に 、 た
と へ ば 人 広 野 を 行 に 、 虎 来 て く は ん と す れ ば 、 此 人 に げて 走 。 野 中 に 井 の あ る に 、 走 入 て 見 か く る 。 底 へ い ら じと 草 を ひ か へ て 底 を み れ ば 、 わ に と 云 物 、 上 に あ ろ 虎 に
す さ む































































































































































I ききなぷ 任と敗 ． 
． ；して るれ 卿と伏俊i嘉見昆〗 て ほ磨と骨
はねまを四 ‘れし2
9 協厄閃i‘ 臭 墨を[I i ぽ霜 ゜ 誓 存 因；也ら歌なる





























































































































































万菜集 102 臼 65.4 ％ 
古今集 78 50,0 
前り 二術中の異な 126 80.8 語
後択染 48 30.8 
伊勢物語（
歌
） 24 15.4 
前り語四困中






までの 151 96.8 
古事記 ， 5.8 
日本由紀 10 6.4 
源氏物語 77 49.3 
蜻蛉日記 36 23.l
和泉式部日記 13 8.3 
紫式部日記 18 11.s 
更級日記 ， 5.8 
















































性質を 持 っ て いる
が、歌語自体より用例のある和歌の方に頂点
があろのでや



















































万菜集 112 5 1. 9 
古今集 81 37.5 
前二告中の異なり語 148 68.5 
後撰集 54 25.0 
拾逍集 50 23.1 
















(+のた-新異) 181 83.8 
古事記・日本也紀 68(62) 31.5(28.7) 
源氏物語 106(88) 49.1(40.7) 
前二術巣と新古今な
まで 211 97.7 ーの歌 中の異 り語
伊勢物語 28(14) 13.0(6.5) 
蜻蛉日記 39(25) 18,1(11.6) 
；更級日記 12(11) 5.6(5.1) 
i 頃J五街中の異なり語 139(115) 64 .4(53.2) 
この表によると由緒詞は万策・古今の語が中心であろが、新古今巣まで 歌集類を合わせ探 索 し て も （ 初 学 抄 以 前なら千載集までだが）、
猶和歌での用例が見当らない話が少数ながら存在する上、
和歌だけでなく散文にも使用されている語が多いことが見てとれる。また 語というものは「古き詞のやさしから む を 選 び てなびやかにつ ゞ く ぺ き 」 （ 初 学 抄 ）な
のに比較的新しい歌語もあり、
「ぺら」なる語まで入っている。同じ消輔著の奥義抄には 「 か も 、ら し 、 ぺ らなどふるきことつねに よ むまじ」
と述ぺているにもか
かわらずである。由緒詞は和歌特有語 しての歌語に限らないば





















































触れているだけな で 遇然の一致 可能性が高い。要す に、
,1j,‘ 
.. 1,•,1'
,． 
ー
和歌には用 られる記紀や源氏物語用語を取り上げることは先行也の行なわ
なかった事で、八要御抄の独創なのである。
では世俗言はどういうつもりで記紀・源氏用語という散文用語
を取り上げたのであろうか。源氏用語の「あえかに」など和歌には使用でき
ないことははっきりしている。古今集の詞書に見え、
和歌の用例は無い話
「あが
たみ」を注するに当り、世俗宮は
「常
歌詞にあらざれども
注之」と断わっていろ。ということは一応歌
語を取
り上げるという姿勢はある、
しかし同時に
「常歌詞」でな
いことばも場合によっ
ては取り上げる姿勢もあるということを意
味する。そしてその場合
というのは、詞むのように、
あるいは源
氏物語のように和 の理解に重要な意味を持つ、和歌文学の周辺に位臨するものの場合
であろう。源氏物諾が歌詠みの必読作品で
あることは常識であった
し、また八雲御抄の巻六用意部に
凡歌のしさいをふか
く知らんには万葉染に過たる物あるぺか
らず。歌のやうを広く心えんには古今第一也。詞につきて不審をひ くかた
には姫氏物語にすぎたる
はなし。
とあるのが
その閻の事梢を物語っていろ。記紀の語も日本紀怠哀
和改のように、由緒ある古語
として和歌に詠まれる将来性も含ん
でいて、古語としての価値において
歌語に近い位図にある。源氏
語も記紀用語も歌語と同格で とし 取り上げた訳ではない。
結局、盃世俗言は現在又は将来和改に詠み込むにふさわしいと考ー
lぇられる歌語だけに限定せず、散文にも用いる普通の語を広く集
、め、
和歌文学の迎解に重要な意味を持つ散文作品の語（師氏物語、
-記紀）をも独自の立場で加え、解釈した辞也と言うことができる。
世俗言の名は、和歌独得ということにこだ
わらず、間接的にしか
-47-
八雲御抄は、順街院佐渡遷流前の初稿本と遷流後の梢選本
とに大別されろが、歌学大系本は精選本系統である。久曾神昇「校本八雲御抄とその研究」、日 歌学大系別巻三「八雲御抄」解題参照。
注⇔
袖中抄は歌語を羅列・説明する形ではあるが、そ 説明は
難歌解釈を行ないながら
の詳細なもので、むしろ難歌解釈型
に近く、本稿では以後都合上難歌解釈型に含めて取り扱う。
注⇔
玄党本にさらに三語加わっている
が、そ
のうち二語は軍複、
，一
語は「あをたる」という用例未見の語である。
注四
松井本・幽斎 では「かつみ」という用例未見の語が加わ
り88語になろ。
注⇔ 和歌とOO係しない散文語をも
広く集めたと
いうことに依るもので、
由緒言と対照されるものである。これ
は結果的に世俗営が古語辞
査の性格を有すろに到っているという とでもある。
猶、世俗言と由緒言は区別がつきに
くい点もあって、世俗言の
方に「ひともとゆゑ」 いう特定の古歌を背景
に持つことばが入
っていたり、由緒言の万に由緒詞にも載っている「こづみ」という酋通の歌語が入って．いたり る混乱が一部ある。言語部の初めに「此二詞互入乱、後日可なi―別之＿」とあるのは順毎院自身の書き入れであろう。世俗言・由緒言は最終的な完成には至っていない辞苔なの る。
（昭和五十八年一二月大学院修了
注⑮
能因歌枕は広本と略本とがあ
るが、ここでは広本の方を用
いている。しかし現存テキストは原形とかなり異なるようなので、詳しい検討は行なわなかった。
注的
古歌詞75語、由緒詞156語、通用名言153語の
うち、古歌詞と
由紹詞が73語 由緒詞と通用名言が100語の共通語を持つ。
注紛
この部分は諸本で順序の相述はなく、ただ初稿本 みは応
ふ166番が欠けていて、精選本の段階で前の部分に習ってつけ加えられたと考えられる。
注紗
名所部においては「範兼説」が窟紫抄を、
「詭兼抄」が五
代集歌枕を指している。
注⑲
能因歌枕でもそうであるように、古代においては「歌枕」
は名所というより一般歌語の注釈書であったらしい 中烏光風『上代歌学の研究』「政枕原義考証」参照。
注e
学術研究一五昭和41年
注〇表四での新古今集までの異なり語には、勅撰集以外ではど
のよ
うな歌集が調査されたのかわからないので、表五では万
菓渠と八代集の異なり語と、それに八雲御抄巻一に見えろ歌集類を加えたもの
とに分けた。巻
一には古今和歌六帖、和淡
朗詠 、続詞花渠、新撰万菜等十二の歌集類（現存するものの数）の名が挙がっている。
ト
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